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京都市立醍醐小学校  校長  横山 知史   

アンケート【児童】 アンケート【保護者】 

アンケート【地域】 

アンケート【教職員】 

本校では、学校教育目標の実現を目指し、学校評価としてアンケートを行っています。アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。「自分は、子どもたちにその子自身のよさを積極的に伝えられて

いる」という項目は、保護者も教職員も９割以上の方が、肯定的な回答をされています。また、児童アンケートの「自分の住んでいる醍醐のまちが好きだ」という項目も約９５％の児童が肯定的な回答をしていま

す。学校・家庭・地域の大人たちの、醍醐に住む子どもたちへのあたたかいまなざしが、今回の児童アンケートのいずれの項目も肯定的な回答がほぼ 8割を超えている結果につながっているのだと感じています。 

グラフの見方 

質問項目 

そう思う だいたいそう思う 

あまり 

そう思わない 

「今の自分が好きだ」本校では「そう思う」が 54％、「だいたいそう思う」が 32％という結果でした（内閣府の調査では、「そう思う」が 34％、「だいたいそう思う」45％）。全国的

な調査結果と比較してみても、自分を肯定的に受けとめている児童の割合が高いことが分かります。その一方で、自分を肯定的に受けとめられない児童も 14％いることが分かります。まず

は、教職員をはじめ、保護者の方、地域の方、身近な大人たちが、「自分を大事に」「人を大事に」している姿を見せることで、子どもたちを精一杯応援していけたらと思います。 

 

内閣府「子ども・若者の意識と生活に関する調査」報告書（令和 5年３月）内、「10歳～14歳対象調査」より 

【参考】全国的な傾向は・・・ 

文部科学省・国立教育政策研究所「令和６年度 全国学力・学習状況調査」報告書「児童質問紙」より 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


